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日本と中国は今月二
十九日、
国交正常化二十周年を
迎える。
この間 、一
九八九

年の天安門事件 、冷町出叫造の崩壊

など幾多の曲折を経ながらも、両国関係は政治、

経済 、
文化な
どの、句ゆる面で飛錨的に拡大を遂げた。
十月には天皇、
皇后両陛下

の史上初の訪中が計悶され 、
国民レベルでの交
流も一
段と探まるに違いない。
冷

戦の終結で新たな世界秩序が模索される中、
「一
五帯水」
の日中両国の関係は、

二国間にとどまらない世界規模の危要性を持つに至っ
ている。
しかし 、
乙の二十

年間の両国関係には、
日本の中国侵略という「過去」

にまつわる影もつきまとっ

た。
教訓桝山間聞や蛸国神社公式参拝な
どをめぐる中国の激しい批判と、
日本の譲

歩という外交パターンは日中間の「負の追産」
の綴深さを改めて印象づけた。
二

十一
位記に向けた日中関係はこうしたマイナス要素を

克恨レつつ 、
両国のよD幅

広い市民レベルの交流
をyvつ拡大していけるかにかかっている。その意味で、「日

中友好」
はスローガンを
超えた
具体的な内実が開幻れる時代を
迎えた。
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むの大きな転換点で、
アジ

｝河一
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一
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一
ので感慨深い。
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一
仰の流れとはいえ 、
あっと

一
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慎
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一
店
信一安な指摘
だと思

日一
う 。中国では佐藤政権は「反
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則一
えてお
虫J、国交は田中（角
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さんの功却にな
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中嶋
佐牒内凶は台
内を

守る立場で、
できる

戸ほ選
ろう屋の中だ 。
私もみ
じめ

択の幅

を残しておく
考えだ
だった。

った。
われわれ学者は、
七
中嶋
あなたも文革の犠

二年九月の田中訪中は外交
牲者だ 。

セレ
壬
T
Vげで、
台南閉
店
日本語はスパイとさ

題などは時闘をかけて処理
れた日本女性から習っ
てい

するだろうと思っ
ていた
たが、
私は
HYVつぜ反革命家

ら、
「それ行け」

と一
気に
庭の子供だからと思って、

国交正常化に行った。
非常
勤じなかった。
両親はずつ

にドラマチックだった。
日
と、
革命幹部として臼本と

本は大きなサイを
投げ、
台
戦ってきた。
だが、
私には

湾を切り措てる方
にかけ
いま日本人の妥がいる。
白

た。
B中国交二十年は「日

中国交正常化は、
私の人生

台断交二十年一ともいえる。
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私
の
初
訪
hT
は、
文

年だ 。
あのころ、
私は自分
革直後の六六年。
宇宙にで

の迎命を
牢えようと、
アコ
も行く雰囲気だった（笑） 。

iデイオンと日本語を包っ
日本では一
方が中国を「天

ていた。
中ソ国境紛争の直
国」と
描き 、他方は「
地獄」

後の六九年に、
黒竜江省の
としていたから：・ 。

以肘虻作隊ト住民胸医ー』医院枇医院院

じた思想改造）
され、
毎臼
てみると、
中国の方が得た

が銑
砲を撃つ訓練 。
母が病
ものが
杢苧かったのでは匂

気になったので 、
北京に逃
ソ巡はひょっとすると国境

げ帰っていた乙ろになる。
紛争を利用し 、
中国の東北

父は一ニ0年代に白衣に留
部に攻め込んだ
かもしれな

学、
社会
主議思想に触れ、
いが、
目、
米との関係が抑

帰国後は延安（注H中国共
止力になった。

産免の綬拠地）
に行き 、
革
また中国の庶民にとって

命に参加した。
文化大革命
は、
日本を通じ西側世界の

の時は、
人民日報の総編集
現実を見ることで 、
毛沢東

長をしていた関係で 、
江背
思想が大いなる虚妄だった

（毛沢東夫人）ににらまれ、
乙とが分かっ
た。
非毛沢東

日本留学が罪となり 、
スパ
化がやがて、
改革・
開放に

イにされた。
七二年はまだ
つながっ
た。

小さい園、
日中戦争で負け

た国なのに、
ど戸レてわれ

われより 、
ずっと泣かなの

かと。
そrついった心理白な

影響は大きかっ
た。

政治的には、
国交正常化

で 、
ソ速に対抗

しぶっとの

思惑はあったが、
庶民は皐

唐
私の家で最初のカラ
く近代化したい：・という窓

！テレビ 、冷蔵庫は日本製 。
識に目覚めた。
われわれは

日本人観光客の笠かさ 、
ど
毛沢東思想を信じていた

んどん買い物をする姿・： 。
が、

どんどん入っ
てきたも

今のカラオ

ケなども 、
欧米
のを見て哀のっていった。

より
まず日窓

からどんどん
ただ、
共同声明では放棄

入っ
てくる。
欧米なら「途
をうたっ
た戦争賠償の問題

う世界」ですんでし
まっが、
がある。
いま中国でその声

すぐ隣の、
し
かも中国より
が高まっ
ている。
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デリケートで重要

な問題だ 。
日本はアジア諸

国に賠
伊υている。
中国の

場合は、
中華民国が放
裂し

た。
日本人のメンタリティ

l’Cして、
持介石の以徳川判

怨（注H
h〆？のに報いるに

徳をもってする）
が、
あり

がたかっ
たとの意見もあ

る。権力の京継として、
中間

人自身の台
湾問題が残って

いる。
乙れがなけれ
ばもっ

と単純だった。
白本の政府

・外務省
はあれですんだと

一事つ立場だが、
現実に
被需

を受けたのは大陸の人々
P

った。
だ
から二重
に難しい

し 、
日本が本当の意味で対

応をしなければ 、

終PR

LV

 

唐
政治的怒味も強い

が、
日本にとっては「た＃

より高いものはない」
とい

うことになっているのでH

ないか。
賠
償しないと終わ

らないでしょう、
交通甲掛

でも。普通の人々
の思いを

とっ解決するか。
残されイ

いる大きな問題だと思う 。
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多様な方法でも可能

唐 亜明 （タン ・ ヤ ミ：イ） 1953年、北
京市生まれ。 「中国旅行新聞」 編集者を
経て、 83年に来日。 早大文学部卒後、 福
音館白店編集部勤務。白 日の文革依験を
もとに省いた「ビー ト ルヌIを 知 らなかっ

た紅衛兵」 （岩波 自店） 弓どの老告があ ； 
る。 東京都在住。 ｜ 

中嶋 嶺雄（なかじま・みねお） 1936 
年5丹、長野県松本市生まれ。 東京外大
中国語斜卒。東京外大教授、社会学博士。
尊攻は国際関係論・現代中国学。 主な箸
告に「中ソ対立と現代」（中央公論社）

「北京烈烈」 （筑摩苗房）、 「中国の悲
劇j」 （講談社）などがある。
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唐

は勇
ましいが、
現実

には難しい。
中国の

たちも前向きに提案・

てほしい。
中国建国の四九年・もほぼ伴加担い和堕

身の社会主義建設の一

題もある。
と
Pレて一

済面で遅れてしまっι

のか。
文化大革命で山

数千万人が死傷した。

そして天安門事件・・・ 。

誤解される

かもしれι

いが、
賠償を取ってι

い
宇り、
中国が
2まノ

いかなかったという問

題ではない。
「戦争附

償」
に逃げ込む
側面＋

中国側にはあるのでω

ないか。
麿
賠償を求めてい

る人は戦争の在験者＃

が、
普通の人々
は、作

ぜ放棄したのかはっ占
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